
上越市監査委員告示第 8号 

 

 

地方自治法第 199 条第 1 項及び第 4 項の規定に基づき実施した定期監査の結果について、  

市長から措置を講じた旨の報告があったので、同条第 14項の規定により公表する。 

 

 

  令和 8年 7月 7日 
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第１ 定期監査結果に基づく措置 

     別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別 紙 

  課名 牧区総合事務所 総務・地域振興グループ 

○定期監査 

【令和8年6月10日付け上監委第 101号】分 

指 摘 事 項 
改善・対応措置【実施日】 

再発防止措置【実施日】 

〇牧区総合事務所管理費 

〇牧コミュニティプラザ管理運営費 

 牧区総合事務所管理費及び牧コミュニ

ティプラザ管理運営費における検収事務

等の不備については、過去 3回（平成 28

年度、令和元年度、令和 4年度）の定期監

査においても注意事項としており、特に

前回の注意では「再三の注意となること

を充分認識し、総合事務所として現状の

不適切な事務引継ぎ体制の改善に徹底し

て取り組み、同様の不備が再発すること

のないよう改められたい。」と強く言及し

たにもかかわらず、今回の監査対象であ

った令和 6年度でも報告書の受領から 10

日以上経過して検収していたものや、検

収日及び請求日が報告書の決裁日前とな

っていたものが散見され、改善がみられ

なかった。このことは、組織として適正な

事務の履行に対する認識が不十分であ

り、事務執行の基本をおろそかにしてい

ると言わざるを得ない。  

ついては、総合事務所として、このような

不適正な事務が漫然と繰り返されている

要因を今一度精査するとともに、改善に

徹底して取り組み、同様の不備が再発す

ることのないよう改められたい。  

 

 

○監査を受けての基本的対応方針 

過去 3回（平成 28年度、令和元年度、令和４年度）の

定期監査において監査委員から指摘を受けていたにも関

わらず、改善が図られていなかったことを総合事務所とし

て重く受け止め、組織として適正な事務の履行に対する意

識を徹底するとともに、不適正な事務が繰り返されること

がないよう事務執行の改善に徹底して取り組む。 

 

○改善・対応措置 

・不適正な事務が繰り返される要因は、担当する職員が事

務執行の基本を理解していなかったり、思い込みによる

事務を漫然と繰り返していたことによるもの。また、上

席においても、決裁時において確実なチェックをおろそ

かにしていたことによるもの。さらに、事務引継ぎにお

いても、定期監査での注意事項を確実に引き継いでいな

かったことによるものであることから、班長以上を対象

とする定例の事務所会議において、定期監査における指

摘・注意事項の確実な改善の徹底を指示した。 

【実施日：令和8年4月 21日及び5月20日】 

・総合事務所の全職員に対し、監査結果を周知するととも

に、一人一人が財務規則や契約・会計事務の手引き等を

再確認し、基本的な事務執行を徹底するよう指示した。

あわせて、監査対象以外の業務においても、同様の事例

がないか確認するよう指示した。 

【実施日：令和 8年6月5日】 

 

○再発防止措置 

・組織全体として指摘事項等に対する意識を共有し、決裁

時等において上席も含め複数人での確認を確実に実施

するなど、チェック体制を強化することとした。 

・事務引継書に指摘事項等を必ず添付し、同様の事案が再

発することがないよう、立ち会う上席も含めて確実に事

務引継ぎを行うこととした。 

・実務担当者等は、財務業務等実務研修会へ積極的に参加

するとともに、履修内容を事務所内で確実に共有する。 

・例年実施する委託業務の仕様書を精査し、実態等を踏ま

え必要に応じて見直すこととした。 

【実施日：令和 8年6月5日】 

 

 

 


